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永
平
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町
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町
民
総
参
加
の

　
　
　
　

 

「
ま
ち
づ
く
り
」
へ

町
民
総
参
加
の

　
　
　
　

 

「
ま
ち
づ
く
り
」
へ

　
新
緑
の
候
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
、
議
会
運
営
・
議

会
活
動
に
関
心
を
お
持
ち
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
昨
年
の
８
月
に
「
議
会
基
本
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
町
民
へ
の
周
知
徹
底
を

図
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に

よ
り
議
会
内
の
情
報
を
瞬
時
に
広
報
し
、
ま
た
、
「
議
会
と
語
ろ
う
会
」
に
お
い

て
も
町
民
へ
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
の
テ
ー
マ
を
特
集
し
て
「
議
会
だ
よ

り
」
に
記
載
し
会
場
に
て
質
問
・
要
望
を
受
け
、
そ
の
回
答
を
広
報
紙
や
関
係
機

関
で
ご
報
告
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
我
々
議
員
の
任
期
も
７
月
ま
で
と
な
り
「
議
会
と
語
ろ
う
会
」
は
、
４
月
23
・

24
・
25
日
に
開
催
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
議
会
内
で
議
論
、
審
議
し
、
意
見
と
し
て
行
政
に
進

言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
、
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
年
２
回
開
催
さ
れ
ま
す
「
議
会
と
語
ろ
う

会
」
に
是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
、
新
町
長
が
願
っ
て
お
り
ま
す
、
町
民
の
ご
意

見
、
ご
要
望
が
、
議
会
、
理
事
者
へ
と
繋
が
り
町
民
総
参
加
の
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
な
り
ま
す
よ
う
多
く
の
町
民
の
ご
参
加
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
改
選
後
の
議
会
に
対
し
て
も
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
理

解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

３

　
本
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
町
民
を
対
象
に
、
外
出

機
会
の
増
加
と
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

役
場
や
学
校
、
老
人
セ
ン
タ
ー
等
公
共
施
設
や
町
内
医
療
機

関
や
商
店
街
等
を
利
用
す
る
た
め
の
交
通
手
段
お
よ
び
交
通

空
白
地
域
の
解
消
と
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。
公
共
交
通
機

関
で
あ
る
路
線
バ
ス
や
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
を
基
幹
線
と
し
、
そ

の
枝
線
と
し
て
、
松
岡
地
区
・
永
平
寺
地
区
・
上
志
比
地
区

の
三
地
区
そ
れ
ぞ
れ
で
地
区
内
を
運
行
し
、
町
民
の
皆
様
か

ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
変
更
可
能
な
限
り
対
応
す
る
と
し
て

い
ま
す
。
運
行
に
必
要
な
経
費
と
し
て
、
年
間
４
千
万
円

（※

経
費
削
減
を
図
る
た
め
、
運
行
業
者
と
３
年
契
約
）
ほ
ど
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
に
お
い
て
も
、
平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
る
新
た
な
運
行
に
つ
い
て
、
運
行
経
費
の
削

減
を
含
め
た
よ
り
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
ル
ー
ト
や
、
運
行
時
刻
の
見
直
し
を
町
に
対
し

検
討
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。
主
な
要
請
内
容
と
し
て
、特
に
町
内
一
円
を
運
行
す
る

ル
ー
ト
が
で
き
な
い
か
、経
費
削
減
と
し
て
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
の
導
入
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
町
内
一
円
を
運
行
す
る
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
路
線
バ
ス
や
鉄
道
と
の
利
用
者
の
奪
い
合

い
な
ど
で
会
社
経
営
を
圧
迫
す
る
た
め
、路
線
バ
ス
会
社
や
鉄
道
会
社
か
ら
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い
こ
と
、ま
た
、国
か
ら
の
運
行
許
可
も
難
し
く
な
る
な
ど
課
題
も
多
い
の
が
現
状
で
す
。

　
今
後
、
平
成
27
年
度
運
行
形
態
の
決
定
を
前
に
、
町
に
は
広
く
町
民
の
意
見
等
を
収
集
し

て
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
谷
川
　
記
）

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
の

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
に
つ
い
て

運
行
に
つ
い
て

幼児園の課題解決に向けて幼児園の課題解決に向けて 一部民営化を
　　　一つの案として
一部民営化を
　　　一つの案として

　３月議会では、幼児園に関する一般質問が多く出ました。新聞紙

上での町長のインタビュー記事が発端です。町長の答弁は「全ての

園の民営化は考えていない。行財政改革の視点ではなく、正職員の

比率が低いことや、保護者のニーズ（長時間保育、土日保育、特色

ある保育園）等の課題解決に向け、一部民営化を一つの案として考

えておかなければならない」ということでした。今後、議会をはじ

め、保護者、地域の声を十分聞いていきたいとしています。決して

民営化ありきではないということも力説されています。

　それにしても福井市、坂井市、勝山市では相当民営化が進んでい

て、町の財政的にも助かるからというのが一つの潮流という方もいます。住民の間にも10の

園のうち１つ程度モデルとして民営化してみてはという意見もあります。公立か民間か選べ

ること自体が豊かな社会であるということです。

　一方、待機児童が０の永平寺町は民営化の必要性がそもそもないのではないか、また、民

営化の弱点は営利主義におちいりやすく、安全面やサービス面でも不安が残ります。大きな

市では可能なことでも、小さな町では無理だろう…と、色々あります。

　いずれにしても多くのデータや情報を駆使して、最適な解を目指すのが政治の醍醐味であ

り、目標でもあります。住民の皆さんも色々教えてください。お願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松川　記）
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議案第１号
平成２５年度一般会計補正予算 可決
議案第２号
平成２５年度国民健康保険事業特別会計補正予算 可決
議案第３号
平成２５年度後期高齢者医療特別会計補正予算 可決
議案第４号
平成２５年度下水道事業特別会計補正予算 可決
議案第５号
平成２５年度農業集落排水事業特別会計補正予算 可決
議案第６号
平成２６年度一般会計予算 可決
議案第７号
平成２６年度国民健康保険事業特別会計予算 可決
議案第８号
平成２６年度後期高齢者医療特別会計予算 可決
議案第９号
平成２６年度介護保険特別会計予算 可決
議案第１０号
平成２６年度下水道事業特別会計予算 可決
議案第１１号
平成２６年度農業集落排水事業特別会計予算 可決
議案第１２号
平成２６年度上水道事業会計予算 可決
議案第１３号
社会教育委員条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第１４号
上志比文化会館条例の一部を改正する条例の制定について 可決

ቼᴮްوឰ͢ឰಘ

平成26年第１回永平寺町議会定例会は、３月17日（月）～28日（金）まで12日間開催されました。
審議された内容は、次のとおりです。
なお、永平寺町教育委員会委員には、永平寺町東古市　宮崎義幸氏、永平寺町栃原　藤田みすず氏を任命
同意、人権擁護委員候補者として、永平寺町京善　木村正徳氏の推薦に同意しました。
また、永平寺町副町長には、永平寺町松岡葵　平野信二氏が選任同意されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長　伊藤　博夫

平成26年 第１回定例議会報告平成26年 第１回定例議会報告

※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等16件については全員賛成です。
※議案の詳細は、上記定例議会議案をご覧下さい。　※川治議員は弔事のため欠席

■議案への賛否一覧　議席順に掲載
　　　　　　　　　　　　　　　（○賛成　×反対　－欠席　□退席）　　※議長（伊藤博夫）は採決に加わりません
 小畑 滝波 金元 齋藤 長岡 原田 川治 川崎 多田 上坂 長谷川 松川 渡邊 上田 酒井

議案第６号 ○ ○ × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○

議案第７号 ○ ○ × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８号 ○ ○ × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９号 ○ ○ × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第10号 ○ ○ × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第12号 ○ ○ × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第15号 ○ ○ × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第17号 ○ ○ × ○ ○ ○ － ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

請願第３号 × ○ ○ × ○ × － ○ × × × ○ × ○ ×

請願第４号 × × ○ × × × － × × × × ○ × ○ ×

陳情第１号 ○ ○ □ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○

議案第１５号
特定用途制限地域の区域内における建築物の制限に関する条例の制定について 可決
議案第１６号
消防長及び消防署長の資格を定める条例の制定について 可決
議案第１７号
消防本部手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第１８号
教育委員会委員の任命同意について 同意
議案第１９号
教育委員会委員の任命同意について 同意
議案第２０号
町副町長の選任同意について 同意
諮問第１号
人権擁護委員候補者の推薦について 適任
請願第３号
フリーゲージトレイン（ＦＧＴ）を導入せず、特急「サンダーバード」
「しらさぎ」の存続を 求める意見書採択のための請願について 不採択
請願第４号
ＴＰＰ交渉からの撤退を要求する請願について 不採択
陳情第１号
ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉に関する要請について 採択
陳情第２号
新たな米政策に関する要請について 採択
発議第１号
ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉に関する意見書について 可決
発議第２号
新たな米政策に関する意見書について 可決

26
年
度
一
般
会
計
予
算

 

総
　
括

問　

機
構
改
革
の
考
え
を
示

せ
。

答　

６
月
ま
で
に
は
改
革
案

を
示
す
が
、４
月
か
ら
一
部
課

長
の
兼
務
発
令
を
行
う
。

問　

社
会
教
育
の
充
実
の
た

め
、人
や
財
源
の
確
保
を
。

答　

計
画
を
し
っ
か
り
練
り

な
が
ら
、公
民
館
中
心
に
考
え

て
い
き
た
い
。

 

総
務
課

コ
ミュニ
テ
ィ
バ
ス
の
改
善
を

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
３

地
区
横
断
す
る
ル
ー
ト
設
定

を
。

答　
ア
ン
ケ
ー
ト
や
利
用
者
の

実
態
を
把
握
し
、公
共
交
通

会
議
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

職
員
の
研
修
内
容
は
。

答　

県
の
自
治
研
修
所
や
県

外
の
専
門
機
関
で
の
研
修
を

計
画
し
て
い
る
。

問　

職
員
の
健
康
診
断
の
統

計
的
な
も
の
を
示
し
て
ほ
し

い
。

答　

産
業
医
に
よ
る
相
談
窓

口
を
設
置
し
て
い
る
。件
数
な

ど
の
統
計
的
な
も
の
は
示
し
て

い
き
た
い
。

 

企
画
財
政
課

問　

合
併
特
例
債
を
基
金
に

積
み
立
て
る
計
画
は
い
つ
か

ら
か
。

答　

27
年
度
か
ら
３
年
間
、計

９
億
円
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

ふ
る
さ
と
創
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
の
内
容
は
。

答　

目
的
は
地
域
の
資
源
を

発
掘
し
、全
国
に
誇
れ
る
も
の

に
。当
初
、織
物
会
館
、祭
、山

車
、古
墳
な
ど
を
計
画
に
入
れ

た
が
、織
物
会
館
改
修
は
見

直
す
こ
と
と
な
っ
た
。

問　

政
策
的
予
算
の
財
源
は

あ
る
の
か
。

答　

財
政
調
整
基
金
、前
年

度
繰
越
金
、合
併
特
例
債
な

ど
を
考
え
て
い
る
。

問　

永
平
寺
口
駅
周
辺
施
設

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
。

答　

新
駅
舎
ト
イ
レ
は
４
月

か
ら
、レ
ン
ガ
館・旧
駅
舎
等
は

９
月
か
ら
で
、他
の
施
設
を
参

考
に
88
万
円
程
度
と
見
込
む
。

 

監
理
課

問　

電
子
入
札
の
効
果
は
あ

る
の
か
。

答　

県
下
市
町
の
ほ
と
ん
ど

が
行
って
い
る
。集
ま
ら
な
い
の

で
談
合
防
止
と
な
る
。

問　

統
合
後
の
現
消
防
庁
舎

の
活
用
計
画
は
。

答　

費
用
を
か
け
ず
に
活
用

す
る
た
め
、１
階
を
車
庫
に
し

た
い
。

 

消
　
防

問　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
、受
講
者

は
ど
れ
く
ら
い
に
。

答　

医
大
の
協
力
を
得
、３
０

０
人
が
受
講
し
た
。ま
た
、公

共
施
設
の
他
、門
前
協
会
も

屋
外
設
置
を
考
え
て
い
る
。

問　

多
様
化
す
る
事
項
へ
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
。

答　

水
難
事
故
の
対
応
は

着
々
と
備
え
て
い
る
。山
難
事

故
に
つ
い
て
は
、今
後
整
え
た

い
。

 

住
民
生
活
課 

問　

国
保
会
計
へ
の
町
独
自

の
繰
出
し
は
。

答　

法
定
外
繰
入
れ
は
、22

年
度
か
ら
３
年
間
２
０
０
０
万

円
ず
つ
行
っ
て
き
た
。国
保
会

計
の
状
況
も
厳
し
く
な
って
き

た
の
で
、26
年
度
に
は
保
険
料

の
見
直
し
、繰
入
れ
に
つ
い
て

も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　3月17日、同委員会に付託された平成25年度版
会計補正予算、特別会計補正予算５件、平成26年
度一般会計予算、特別会計予算、企業会計予算７
件について、去る3月24日、25日の２日間にわたり
審議しました。
　25年度３月補正予算（１３４５万円追加）では、年
度末で税収や各種事業の進捗状況などについて
審議しました。
　また、26年度当初予算は、２月に町長選挙が行
われたことから、人件費や社会保障費などを中心
とした経済的並びに継続事業についての予算化と
なりました。

　主な意見では、「骨格予算であるにもかかわら
ず、78億４千万円と大きくなり、政策的経費が少な
い。さらなる事業の見直しや物件費の節減と財政
改革が必要である」「コミュニティバスは、利用者の
声を聞き改善することで利用増を目指すように」
「地域包括支援センターを中心とした高齢者対策
を行政が主導的な立場で民間事業者と協力し合う
形を作るように」「放課後児童クラブでは、子ども
たちの安全を最優先にし、学校近くに設置するよ
うに」などがありました。
　提案されたすべての議案について、原案のとお
り可決しました。

委員長　滝 波 登喜男予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告

経常的、継続的な骨格予算経常的、継続的な骨格予算
一般会計
平成26年度当初予算78億4790万円78億4790万円
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い
。問　

住
民
票
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
は
必
要
か
。個
人
情
報
の

漏
え
い
が
心
配
。

答　

役
場
の
交
付
機
の
更
新

に
３
５
０
０
万
円
か
か
り
、同

額
で
コ
ン
ビニ
交
付
が
で
き
る
。

ま
た
、交
付
税
の
戻
り
も
あ

り
、カ
ー
ド
普
及
に
も
つ
な
げ

た
い
。

 

環
境
課

問　

ご
み
袋
の
価
格
は
店
に

よ
っ
て
異
な
る
が
。

答　

町
か
ら
は
指
導
し
て
い
な

い
。地
域
で
偏
って
は
い
な
い
。

 

福
祉
保
健
課

問　

地
域
ケ
ア
会
議
で
本

町
の
課
題
で
あ
る
在
宅
の
往

診
、入
院
の
対
応
も
な
い
。対

応
を
急
い
で
。

答　

有
識
者
を
入
れ
、今
か
ら

検
討
し
て
い
く
。

 

子
育
て
支
援
課

問　

児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会

を
５・６
年
生
も
希
望
し
て
い

る
。そ
の
対
応
は
。

答　

施
設
を
ど
う
す
る
か
考

え
て
い
る
。空
き
教
室
も
な
く

学
校
周
辺
で
考
え
て
い
る
。

 

学
校
教
育
課

問　

部
活
動
や
ス
ポ
少
の
大

会
旅
費
は
、全
額
補
助
す
べ

き
で
は
。

答　

部
活
動
に
つ
い
て
は
、県

内
大
会
は
全
額
補
助
で
あ
る

が
、上
の
大
会
に
つ
い
て
は
補

助
要
綱
に
沿
って
行
って
い
る
。

問　

給
食
費
無
償
化
の
位
置

付
け
が
必
要
。

答　

給
食
運
営
委
員
会
で
協

議
し
て
い
く
。

問　

英
語
教
育
の
中
学
校
と

小
学
校
の
連
携
は
で
き
て
い

る
の
か
。

答　

小
学
校
と
中
学
校
と
の

連
携
は
も
と
よ
り
、中
学
校
区

内
の
各
小
学
校
間
の
連
携
も

行
って
い
る
。

 

生
涯
学
習
課

問　

図
書
館
は
正
職
員
２

名
で
３
館
を
管
理
し
て
い
る

が
。

答　

司
書
が
２
名
で
少
な
い
。

嘱
託
職
員
で
対
応
し
て
い
る
。

 

農
林
課

問　

県
が
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
構

想
を
発
表
し
た
が
、町
の
取

り
組
み
は
。

答　

米
の
適
期
田
植
、食
味

向
上
、大
粒
化
な
ど
昨
年
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

芝
原
用
水
の
小
水
力
発

電
は
ど
こ
で
ど
ん
な
も
の
を

作
る
の
か
。

答　

福
井
市
中
之
郷
と
二ふ

タた

口く
ち
と
の
分
岐
地
点
で
、31
〜
46

㎾
、総
額
５
億
円
の
も
の
を
作

る
。

問　

新
規
就
農
支
援
で
は
、

何
人
の
方
が
就
農
し
て
い
る

の
か
。

答　

昨
年
は
轟
地
区
で
１
名
、

本
年
は
下
合
月
で
１
名
新
規

就
農
し
て
い
る
。

 
商
工
観
光
課

問　

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
高
架

化
で
、本
町
の
負
担
は
。

答　

24
年
の
試
算
で
は
、総
額

１
５
３
億
円
の
う
ち
、本
町
は

１
３
０
０
万
円
程
度
の
負
担

で
あ
っ
た
。現
在
は
１
４
８
億

円
で
平
成
30
年
を
目
指
し
て

い
る
。

 

建
設
課

問　

道
の
駅
は
、地
域
の
活

性
化
と
地
元
商
業
へ
の
配
慮

を
。

答　

検
討
委
員
会
で
十
分
検

討
し
、夏
過
ぎ
に
は
計
画
を
示

し
た
い
。

26
年
度
国
民
健
康
保
険

問　

保
険
料
の
滞
納
者
に
対

し
、短
期
資
格
証
明
を
出
し

て
い
る
が
、１
ヵ
月
は
短
す
ぎ

な
い
か
。

答　

資
格
証
明
に
は
、１
ヵ
月
、

３
ヵ
月
、半
年
が
あ
る
。納
付

状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
期
間

を
決
め
て
い
る
。

問　

特
定
検
診
の
連
絡
を

保
健
師
が
引
き
続
き
行
う
の

か
。

答　

受
診
率
ア
ッ
プ
の
た
め
に

専
門
知
識
を
持
って
い
る
者
が

行
う
と
効
果
が
あ
る
。

26
年
度

　
介
護
保
険
特
別
会
計 

問　

第
６
期
介
護
保
険
計
画

の
進
捗
状
況
は
。

答　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
分
析
中
で

あ
る
。協
議
会
に
報
告
の
時
、

議
会
に
も
示
す
。

問　

包
括
支
援
の
委
託
料
の

内
容
が
膨
ら
ん
で
い
る
。以

前
は
一
般
会
計
で
行
っ
て
い
た

も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
が
。

答　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
強
化
と
、介
護
予
防
の
充

実
の
た
め
、増
額
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

『
第
２
次
行
革
実
施
計
画
』

　
　
　
　
　
進
捗
を
審
議

特 別 委 員 会 報 告

　
議
会
で
、「
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画（
平

成
23
〜
27
年
度
）　
平
成
25
年
度
進
捗
状
況
」の
審

議
を
行
う
。

　
１
月
20
日
に
総
務
課
よ
り
「
第
２
次
行
政
改
革

大
綱
実
施
計
画
　
平
成
25
年
度
進
捗
状
況
」
の
報

告
を
受
け
た
。

　
こ
の
「
平
成
25
年
度
進
捗
状
況
」
の
審
議
を
次

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
う
。
　

①
質
問
を
行
政
へ
提
出

　
４
月
16
日
（
水
）

②
特
別
委
員
会
に
て
提
出

し
た
質
問
に
よ
り
審
議

　
５
月
２
日
（
金
）

③
審
議
結
果
の
申
し
入
れ

事
項
を
行
政
へ
提
出
、行
政

か
ら
回
答
　
５
月
下
旬

議
会
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　委
員
長

　川
崎

　直
文

『
第
２
次
行
革
実
施
計
画
』

　
　
　
　
　
進
捗
を
審
議

永平寺町行政改革推進本部

常 任 委 員 会 報 告

　
　
　
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
川
治
　
孝
行

　
当
委
員
会
は
、
３
月
27
日
に
全
委
員
出
席
の
も
と

開
催
し
、
今
議
会
に
提
案
さ
れ
付
託
さ
れ
た
案
件
に

つ
い
て
、
慎
重
に
審
議
し
た
。

 

○
議
案
第
15
号

　
永
平
寺
町
特
定
用
途
制
限
地
域
の
区
域
内
に
お
け

る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

可
　
決

　
町
内
の
住
環
境
保
全
の
為
の
条
例

○
陳
情
第
１
号

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）交
渉
に
関
す
る
要
請

　
　
　
　
　…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

採
　
択

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
情
報
開
示
要
望

○
陳
情
第
２
号

　
新
た
な
コ
メ
政
策
に
関
す
る
要
請

　
　
　
　
　…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

採
　
択

　
地
域
農
業
の
継
続
拡
大
の
要
望

○
継
続
審
議（
12
月
議
会
）請
願
４
号

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
撤
退
を
要
求
す
る
請
願

　
　
　
　
　…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

不
採
択

　
　
　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
長
岡
千
惠
子

　
本
委
員
会
は
３
月
26
日
に
全
委
員
出
席
の
も
と
開
催

し
、
今
議
会
に
提
案
さ
れ
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て

慎
重
に
審
議
し
た
。

議
案
第
13
号

　
永
平
寺
町
社
会
教
育
委
員
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

可
　
決

　
社
会
教
育
法
の
改
正
で
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
の
基

準
が
町
へ
移
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
町
条
例
に
委
嘱
の

基
準
を
追
加
し
た
。

議
案
第
14
号

　
永
平
寺
町
上
志
比
文
化
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て…

…
…
…
…
…
…
…
…
…

可
　
決

　
永
平
寺
町
上
志
比
文
化
会
館
の
使
用
料
金
表
の
但
し

書
き
「
上
記
金
額

に
消
費
税
は
含
ま

れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
精
算
は
消
費

税
込
み
。
」
を
削

除
。
表
示
金
額
を

こ
れ
ま
で
の
料
金

の
支
払
い
金
額
に

変
更
し
た
。

公
共
施
設
使
用
料
の

　
　
　
　
　
　
表
示
の
変
更

条
例
改
正
、

区
域
変
更
及
び
町
道
認
定

消
防
関
連
条
例
案

　
　
　
　
　
　
２
件
可
決

　
　
　
　
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
長
谷
川
治
人

　
本
委
員
会
は
３
月
25
日
に
全
委
員
出
席
の
も
と
開
催

し
、
今
議
会
に
提
案
さ
れ
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て

慎
重
に
審
議
し
た
。

○
議
案
第
16
号
　
永
平
寺
町
消
防
長
及
び
消
防
署
長
の

資
格
を
定
め
る
条
例
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
本
案
は
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
の
勧
告
を
ふ

ま
え
、
消
防
組
織
法
第
15
条
が
改
正
さ
れ
、
消
防
長
お

よ
び
消
防
署
長
の
資
格
は
、
平
成
26
年
４
月
１
日
以

降
、
各
市
町
村
に
お
い
て
条
例
で
定
め
る
必
要
が
生
じ

た
為
制
定
す
る
も
の
。

○
議
案
第
17
号
　
永
平
寺
町
消
防
本
部
手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
本
案
は
、
消
費
税
の
税
率
の
引
上
げ
等
に
伴
い
、
地

方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
の
一
部

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
「
永
平
寺
町
消
防
本
部

手
数
料
徴
収
条
例
」
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

○
請
願
第
３
号
　
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ー
ト
レ
イ
ン（
Ｆ
Ｇ
Ｔ
）

を
導
入
せ
ず
、特
急「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」「
し
ら
さ
ぎ
」の

存
続
を
求
め
る
意
見
書
採
択
の
た
め
の
請
願

　
　
　
　
　…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

不
採
択

○
行
政
報
告
　
永
平
寺
口
駅
舎
竣
工
式
お
よ
び
一
般
県

　
道
竹
田
東
古
市
停
車
場
線
完
成
式
に
つ
い
て

　
期
日
　
平
成
26
年
４
月
10
日（
木
）午
前
10
時
30
分
〜

　
場
所
　
永
平
寺
口
駅
舎
前

上志比文化館サンサンホール
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反
対
討
論

　
　金
元

　直
栄

　
町
民
の
暮
ら
し
に
必
要
な
予
算

が
あ
る
こ
と
は
認
め
る
が
、
①
傷

み
の
ひ
ど
い
永
平
寺
開
発
セ
ン

タ
ー
の
あ
り
方
と
、
そ
の
周
辺
の

土
地
利
用
に
改
善
が
見
ら
れ
な
い

こ
と
。
②
滞
納
税
の
不
納
欠
損
処

理
の
方
向
性
が
見
え
な
い
。
③
本

庁
舎
玄
関
の
住
民
票
等
の
自
動
交

付
機
を
な
く
し
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付

に
頼
る
方
向
。
④
町
の
福
祉
施
策

や
事
業
を
安
易
に
社
協
に
委
託
せ

ず
、
町
が
直
接
実
施
す
る
方
向
が

見
え
な
い
こ
と
。
⑤
温
泉
の
営
業

後
も
、
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｕ
湯
の
あ
り
方
を

示
し
て
い
な
い
。
他
、
児
童
ク
ラ

ブ
へ
学
校
の
空
き
教
室
の
利
用
を

認
め
な
い
こ
と
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
見
越

し
た
コ
メ
政
策
の
転
換
か
ら
、
農

業
経
営
の
先
が
見
え
な
い
こ
と
。

河
川
公
園
や
温
泉
も
含
め
、
町
外

の
業
者
に
管
理
を
任
せ
る
等
は
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
予

算
案
に
は
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
　川
崎

　直
文

　
義
務
的
経
費
、
既
存
施
設
の
維

持
管
理
費
、
継
続
費
を
設
定
し
て

い
る
事
業
費
の
骨
格
予
算
と
し

て
、
審
査
し
た
。

　
委
員
長
の
審
査
報
告
に

①
継
続
の
「
本
庁
舎
耐
震
補
強
工

事
」
「
防
災
行
政
無
線
整
備
工

事
」
の
計
画
通
り
の
実
行

②
「
道
の
駅
整
備
」
に
つ
い
て
は

地
域
活
性
化
、
観
光
交
流
の
目
的

を
明
確
に
し
詳
細
設
計
の
実
施

を
加
え
、
審
査
の
結
果
は
妥
当
と

判
断
し
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
　上
田

　
　誠

　
本
議
案
は
福
祉
・
教
育
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
等
住
民
生
活
の
基
礎
と

な
る
予
算
で
評
価
す
る
点
も
あ
り

基
本
的
に
反
対
す
る
も
の
で
な

い
。
し
か
し
、
住
民
票
等
各
種
証

明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム

開
発
費
は
他
市
町
よ
り
先
行
し
４

３
２
０
万
円
、
高
齢
者
対
策
に
は

方
針
や
具
体
策
が
示
さ
れ
な
い
ま

ま
社
協
へ
の
補
助
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
の
委
託
費
な
ど
増

額
理
由
を
明
確
に
す
べ
き
。
よ
っ

て
採
決
に
際
し
加
わ
る
こ
と
は
出

来
な
い
。

反
対
討
論

　
　金
元

　直
栄

　
国
保
会
計
で
は
基
金
も
な
く
な

り
、
会
計
が
厳
し
く
近
い
う
ち
に

保
険
税
の
値
上
げ
が
必
要
だ
と
い

う
の
な
ら
、
一
般
会
計
か
ら
の
支

援
を
行
う
べ
き
だ
。

　
さ
ら
に
、
一
般
の
70
才
以
上
の

方
の
窓
口
負
担
が
増
え
る
の
も
問

題
で
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
　長
岡
千
惠
子

　
平
成
26
年
度
の
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
で
は
、
基
金
を
取

り
崩
し
て
予
算
に
充
当
し
て
い

る
。
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を

し
て
い
な
い
。
苦
し
い
会
計
で
は

あ
る
が
保
持
で
き
る
見
込
み
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に
賛
成
と

す
る
。

反
対
討
論

　
　金
元

　直
栄

　
国
で
は
こ
の
差
別
医
療
制
度
を

見
直
す
と
し
て
い
た
が
、
そ
れ
も

行
わ
ず
、
さ
ら
に
年
金
受
給
者
に

ま
で
差
別
を
持
ち
込
み
、
高
額
収

入
者
と
し
て
医
療
費
負
担
を
増
や

す
な
ど
は
認
め
ら
れ
な
い
。

賛
成
討
論

　
　長
岡
千
惠
子

　
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
高
齢
者

の
人
口
が
増
加
し
て
い
る
。
特
に

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
が
増
加
し

て
い
る
。
後
期
高
齢
者
の
医
療
費

を
国
民
健
康
保
険
と
区
別
し
て
、

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を
行

い
、
会
計
の
正
常
化
が
必
要
と
考

え
る
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に
賛
成

と
す
る
。

反
対
討
論

　
　金
元

　直
栄

　
介
護
保
険
か
ら
、
要
支
援
１
・

２
の
か
な
り
の
サ
ー
ビ
ス
部
分
を

除
外
し
、
町
の
支
援
事
業
に
任
せ

る
と
の
方
向
を
示
し
た
。
こ
れ
は

介
護
保
険
制
度
の
本
質
を
変
え
て

し
ま
う
も
の
だ
。

　
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
委
託
に
関
し
、
こ
の

予
算
で
は
改
善
の
方
向
が
示
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
予
算
案
に

は
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
　長
岡
千
惠
子

　
介
護
保
険
会
計
は
、
す
で
に
破

た
ん
に
近
い
状
況
に
あ
る
。
要
支

援
と
要
介
護
を
分
け
、
介
護
保
険

会
計
を
維
持
す
る
こ
と
か
ら
、
本

議
案
に
賛
成
と
す
る
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算

議
案
第
６
号

議
案
第
６
号

平
成
26
年
度

国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　  

　
特
別
会
計
予
算

平
成
26
年
度

国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　  

　
特
別
会
計
予
算

議
案
第
７
号

議
案
第
７
号

平
成
26
年
度

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

上
水
道
事
業
会
計
予
算

平
成
26
年
度

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

上
水
道
事
業
会
計
予
算

議
案
第
10･

12
号

議
案
第
10･

12
号

議
案
第
15
号

議
案
第
15
号

平
成
26
年
度

後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　  

特
別
会
計
予
算

平
成
26
年
度

後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　  

特
別
会
計
予
算

議
案
第
８
号

議
案
第
８
号

平
成
26
年
度

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

平
成
26
年
度

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

議
案
第
９
号

議
案
第
９
号

反
対
討
論

　
　上
田

　
　誠

　
今
後
、
要
支
援
（
１
・
２
）
の

介
護
保
険
か
ら
の
分
離
に
よ
る
対

応
の
不
明
確
な
点
、
ま
た
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
予
算
増
額

に
対
す
る
根
拠
（
方
針
や
具
体
策

に
見
合
う
）
の
不
明
瞭
な
点
か
ら

26
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

に
対
し
て
反
対
の
立
場
を
と
る
。

反
対
討
論

　
　金
元

　直
栄

　
上
・
下
水
道
会
計
は
、
つ
ま
し

い
内
容
で
の
や
り
く
り
と
、
町
民

の
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
事
業
を

途
切
れ
な
く
運
営
し
て
い
る
こ
と

は
評
価
す
る
が
、
こ
の
４
月
か
ら

消
費
税
の
上
乗
せ
３
％
が
行
わ
れ

る
。
消
費
税
の
か
か
ら
な
い
分
野

が
あ
る
中
で
、
生
活
に
欠
か
せ
な

い
命
の
水
に
ま
で
増
税
が
課
せ
ら

れ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

反
対
討
論

　
　金
元

　直
栄

　
こ
の
条
例
は
町
内
の
建
築
物
を

制
限
す
る
も
の
だ
が
、
町
独
自
の

制
限
項
目
と
し
て
、
国
の
法
に
は

な
い
畜
産
農
家
の
進
出
さ
え
も
認

め
な
い
条
例
は
認
め
ら
れ
な
い
。

反
対
討
論

　
　金
元

　直
栄

　
貯
蔵
タ
ン
ク
等
の
設
置
の
際
の

手
数
料
を
引
き
上
げ
る
と
い
う
も

の
だ
が
、
こ
の
手
数
料
に
は
消
費

税
が
か
か
る
わ
け
で
も
、
そ
の
分

は
集
め
て
も
上
納
す
る
必
要
も
な

い
こ
と
か
ら
、
消
費
税
の
増
税
を

口
実
に
手
数
料
の
引
き
上
げ
は
認

め
ら
れ
な
い
。

賛
成
討
論

　
　金
元

　直
栄

　
「
新
幹
線
」
と
さ
わ
ぐ
が
、
京

都
、
名
古
屋
へ
の
サ
ン
ダ
ー
バ
ー

ド
や
し
ら
さ
ぎ
な
ど
、
県
民
の
足

を
な
く
す
な
。
第
３
セ
ク
タ
ー
の

本
町
の
負
担
の
こ
と
も
あ
る
と
い

う
の
に
、
原
発
の
再
稼
働
を
人
質

に
、
と
に
か
く
新
幹
線
を
引
け
と

い
う
や
り
方
こ
そ
問
題
。

　
住
民
の
足
の
確
保
に
耳
を
貸
す

べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論

　
　原
田

　武
紀

　
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
を
導

入
せ
ず
、
新
幹
線
に
、
「
し
ら
さ

ぎ
」
「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」
を
残

せ
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
意
味
、

敦
賀
以
西
に
つ
い
て
は
、
も
う
フ

ル
規
格
で
の
整
備
は
要
ら
な
い
と

い
う
意
味
に
も
取
れ
る
。

　
現
在
、
県
、
経
済
界
を
挙
げ
て

若
狭
廻
り
で
大
阪
ま
で
の
フ
ル
規

格
で
の
新
幹
線
整
備
を
国
に
要
望

し
て
い
る
中
で
は
、
こ
の
請
願
に

は
賛
成
で
き
な
い
。

賛
成
討
論

　
　金
元

　直
栄

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
で
は
、
自
民
党
の

対
策
本
部
で
も
、
主
要
５
品
目
の

譲
歩
も
や
む
な
し
と
言
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
公
約
違
反
だ
。
国
益

に
な
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
は
撤

退
す
べ
き
を
、
そ
れ
は
過
去
の
こ

と
と
不
採
択
は
認
め
ら
れ
な
い
。

反
対
討
論

　
　小
畑

　
　傅

　今
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
行
わ
れ
て

い
る
な
か
で
の
撤
退
は
現
実
的
で

は
な
い
。

　
今
回
、
陳
情
第
１
号
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
に
関
す
る
要
請
が
新
た
に
提

出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
請

願
は
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ
た
と

考
え
る
。
よ
っ
て
請
願
第
４
号
の

不
採
択
に
す
べ
き
で
あ
る
。

特
定
用
途
制
限
地
域
の

区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の

制
限
に
関
す
る
条
例
の
制
定

特
定
用
途
制
限
地
域
の

区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の

制
限
に
関
す
る
条
例
の
制
定

請
願
第
３
号

請
願
第
３
号

フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン

　
　 

（
Ｆ
Ｇ
Ｔ
）を
導
入
せ
ず
、

特
急「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」

「
し
ら
さ
ぎ
」の
存
続
を
求
め
る

意
見
書
採
択
の
た
め
の
請
願

フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン

　
　 

（
Ｆ
Ｇ
Ｔ
）を
導
入
せ
ず
、

特
急「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」

「
し
ら
さ
ぎ
」の
存
続
を
求
め
る

意
見
書
採
択
の
た
め
の
請
願

議
案
第
17
号

議
案
第
17
号

消
防
本
部
手
数
料
徴
収

条
例
の一
部
を
改
正
す
る

　
　
　
　
　
　
条
例
の
制
定

消
防
本
部
手
数
料
徴
収

条
例
の一
部
を
改
正
す
る

　
　
　
　
　
　
条
例
の
制
定

請
願
第
４
号

請
願
第
４
号

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の

  

　
撤
退
を
要
求
す
る
請
願

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の

  

　
撤
退
を
要
求
す
る
請
願
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一般質問

10

平成26年
１月２８日（火）・２９日（水）
平成26年
１月２８日（火）・２９日（水）

取り組み
①斑鳩寺や鵤荘荘園遺跡などの条里制の名残をとどめる風景など、数多
　くの歴史的遺産が残っている。その一方で、宅地開発等により歴史的
　景観が急速に変化。地域での歴史的風習や文化、民俗も失われつつあ
　る。
②特産品が開発販売されているが、恒久的な直売所が無く、直売所の確
　保が必要。
③新庁舎を核とした「交流拠点」形成が必要。斑鳩寺を中心とした「歴
　史拠点」・ふるさと文化村を中心にした「文化拠点」一体的に魅力を
　生かしたまちづくりが求められている。
④住民意見で「公園や広場の整備」が求められている。安心・安全で自
　由にいつでも使える住民交流スペースが求められている。
⑤交流拠点､歴史拠点､文化拠点をネットワークした太子の「都市拠点」
　を形成するために、総合的なまちづくり施策を一体的に展開する。

歴史的遺産を生かした街づくり歴史的遺産を生かした街づくり
視察先 兵庫県太子町 参加人員　14人
目　的 街づくり
 歴史的遺産を生かし、観光や特産物が発信できるまちづくり。

取り組み
○第一次予防事業
　①園芸作業を中心に、仲間づくりや生きがいづく
　　り青空デイサービス事業
　②筋力アップ教室に参加してみよう
　③地区の料理教室に参加してみよう男性料理教室
　④地域のふれあいサロンやミニサロンに参加しよ
　　う出前講座・普及啓発
　⑤趣味のサークルや講座に参加しよう
○基本チェックリストは心身の状態を確認するアン
ケートで毎年５月下旬に65歳以上の人を対象に実
施。７月中旬に結果アドバイス票を送付。
○二次予防事業
　①脳を活性化するはつらつ教室・足腰を鍛えるは
　　つらつ教室の２種類の予防事業を展開
　②チェックリストの結果「要支援・要介護状態に
　　なるおそれが高い方」は、二次予防事業対象者

　　として、教室への参加を促す。
　③チェックリストの提出が無い場合は、必要に応
　じて生活状況の把握を行う。お達者訪問。
○認知症サポーター養成講座の開催
　講座開催先は、市役所、社協、民生委員、老人ク
ラブ、小・中学校、ＰＴＡ、イオン、介護サービス
事業所、病院など。年間養成目標500人
○認知症の人との関わり方。具体的なポイント
　①まずは見守る
　②余裕をもって対応する。
　③声をかける時は一人で
　④後ろから声をかけない
　⑤目線を合わせて、優しい口調で
　⑥おだやかに、はっきりとした滑舌で
　⑦相手の言葉に耳を傾けて、ゆっくり対応

求められる認知症の予防と対応求められる認知症の予防と対応
視察先 三重県いなべ市 参加人員　14人
目　的 認知症の予防と対策
 認知症予防の具体的な進め方。

斑鳩寺

（長岡　記）

齋藤  則男議員

問「チーム永平寺町役場」とは

答 積極的に課題に取組む組織づくり

問　
町
の
主
役
は
町
民
で

あ
る
。役
場
内
の
職
員
が
生

き
生
き
と
し
て
、町
民
の
た

め
に
働
く
と
い
う
意
識
を
持

ち
、常
に
町
民
の
目
線
で
仕

事
を
す
る
こ
と
は
基
本
的

な
こ
と
で
あ
り
、そ
し
て
大

変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。チ

ー
ム
永
平
寺
町
役
場
の
構
想

は
。

町
長　

役
場
は
職
員
、
上
司

の
た
め
の
職
場
で
は
な
く
、

町
民
の
た
め
の
役
場
で
あ

り
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
舞
台
づ
く
り
を
す
る
た

め
の
組
織
で
あ
る
。
ま
た
、

職
員
に
と
っ
て
、
町
民
の
笑

顔
が
仕
事
を
す
る
こ
と
の
楽

し
み
や
喜
び
と
な
る
よ
う

な
環
境
を
つ
く
り
、
若
手
職

員
か
ら
の
意
見
も
ど
ん
ど
ん

聞
き
な
が
ら
自
由
に
意
見
や

考
え
を
交
換
で
き
、
町
民
の

立
場
に
立
っ
て
物
を
考
え
、

14名の議員が町政全般について、一般質問を行いました。
一般質問は議事録に基づき質問議員本人がまとめています。

問　
平
成
26
年
度
に
向
け

た
永
平
寺
町
の
子
ど
も
た
ち

を
支
え
る
た
め
の
教
育
方
針

は
ど
の
よ
う
な
方
針
か
。

教
育
長　

今
年
度
の
教
育
方

針
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
４

つ
。
１
つ
は
、
心
の
注
入
、

心
の
教
育
を
重
視
し
て
い
き

た
い
と
い
う
こ
と
。
２
つ
目

は
、
行
動
力
の
育
成
に
努
め

て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
。

全
て
に
お
い
て
常
に
前
向
き

で
、
活
力
の
あ
る
集
団
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

３
つ
目
は
、
質
の
向
上
。
４

つ
目
は
、
楽
し
み
を
求
め
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
。
多
く

の
関
係
者
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
本
町
の
教
育
が
実
の
あ
る

も
の
に
な
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

助
け
合
い
な
が
ら
新
た

な
視
点
か
ら
課
題
を
捉

え
、
積
極
的
に
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
で
き
る
組
織
づ
く
り

を
し
っ
か
り
つ
く
る
こ

と
が
、
チ
ー
ム
永
平
寺

町
役
場
の
実
現
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
技
術
系
の
職
員
の
採
用

に
つ
い
て
」
「
平
成
26
年

度
の
福
祉
施
策
は
何
か
」 本庁役場

平
成
26
年
度
に
向
け
た

　
　
　
　
　教
育
方
針
は

教
育
方
針
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
４
つ

問答
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小畑  　傅議員

問

答

今後の農業振興策はどうする

人・農地プランで農地集積支援を

問 委託事業の情報の共有は

答 迅速に情報把握・政策展開

長岡千惠子議員

問　
高
齢
者
の
情
報
を
町
が

把
握
し
て
、
公
的
機

関
と
し
て
手
を
差
し

伸
べ
る
べ
き
状
況
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把

握
し
て
い
る
か
。

福
祉
保
健
課
長　

地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
か
ら
の
情
報
提
供

や
配
食
サ
ー
ビ
ス
等

で
情
報
を
得
て
、
素

早
く
対
応
し
て
い

る
。

問　
地
域
包
括
支
援

問　
国
の
農
業
の
大
幅
な

政
策
転
換
が
示
さ
れ
た
中
、

今
町
内
農
振
地
区
で
は
ど
の

地
区
で
も
、
後
継
者
が
い
な

い
大
き
な
悩
み
と
不
安
を
抱

え
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
10
年

後
・
20
年
後
の
農
業
の
あ
り

方
、
展
望
が
開
け
な
い
こ
と

で
大
変
危
惧
し
て
い
る
。
町

の
農
業
振
興
策
を
聞
き
た

い
。

農
林
課
長　

国
の
施
策
で
は

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
平
成
26
年
度
に
設
置
さ

れ
る
農
地
中
間
管
理
機
構
に

よ
る
農
地
集
積
が
進
め
ら
れ

る
予
定
で
あ
る
。
町
も
委
託

を
受
け
農
地
の
維
持
保
全
や

長
寿
命
化
に
務
め
、
農
地
集

積
を
支
援
し
た
い
。

問　
米
の
単
作
や
二

種
兼
業
農
家
が
大
多
数

の
な
か
、
農
地
中
間
管

理
機
構
は
ど
の
よ
う
に

← 地域包括支援センター

機
能
す
る
の
か
。

農
林
課
長　

農
地
の
受
け
手

を
優
先
的
に
考
え
、
貸
し
手

は
農
地
を
出
す
事
に
な
る
。

貸
し
手
が
い
て
も
受
け
手
が

い
な
い
場
合
の
農
地
が
困
難

な
状
況
に
置
か
れ
る
の
で
サ

ポ
ー
ト
事
業
な
ど
出
来
る
だ

け
受
け
手
が
い
る
よ
う
な
方

向
を
考
え
た
い
。

問　
平
均
年
齢
が
60
歳
を
越

え
る
担
い
手
農
家
の
現
状
は

若
手
農
業
者
の
育
成
を
行
っ

て
こ
な
か
っ
た
。
反
省
も
含

め
人
づ
く
り
事
業
を
ど
う
行

う
の
か
。
さ
ら
に
零
細
（
二

種
兼
業
）
農
家
に
も
温
か
い

手
が
必
要
で
、
そ
れ
に
よ
っ

て
耕
作
放
棄
地
が
減
る
と
予

想
さ
れ
る
が
。

農
林
課
長　

昨
年
よ
り
新
規

就
農
を
促
進
す
る
青
年
就
農

給
付
金
で
、
昨
年
・
今
年
と

新
た
に
農
業
に
取
り
組
む

方
々
を
支
接
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
を
役
場
直
営
に
で

き
な
い
の
か
。

町
長　

福
祉
に
つ
い
て
は
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
を
把
握

し
、
政
策
の
展
開
は
必
要
。

役
場
が
福
祉
全
体
を
把
握
で

き
る
仕
組
み
作
り
に
取
り
組

む
。

問　
新
町
長
の
庁
内
の
機
構

改
革
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　

効
率
よ
く
人
員
を
配

置
し
て
多
様
な
行
政
ニ
ー
ズ

に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対

処
す
る
た
め
に
機
構
改
革
は

必
要
。
次
の
議
会
に
、
条
例

改
正
等
の
手
続
き
を
行
い
、

横
断
的
な
柔
軟
に
機
能
す
る

組
織
の
再
編
を
図
る
。

庁
内
の
機
構
改
革
が
必
要
で
は

横
断
的
な
柔
軟
に
機
能
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　組
織
再
編

問答

永平寺　山門　

問 保育所民営化は
　　　　早急に検討すべき

答 保護者等の意見を聞き検討したい

原田  武紀議員

問　
大
本
山
永
平
寺
、

こ
こ
何
年
も
観
光
客
が

減
っ
て
い
る
。新
聞
報
道
で
は

福
井
に
い
た
外
国
の
方
が
、

福
井
に
は
誇
る
べ
き
場
所
や

食
が
沢
山
あ
り
、も
っ
と
強
調

し
て
は
と
発
言
し
て
い
る
。

町
長　

本
町
は
禅
と
言
う
文

化
が
根
づ
い
た
聖
地
で
あ
る
。

こ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
日
本
や
世
界

に
ど
う
発
信
す
る
か
課
題
で

あ
る
。さ
ら
に
九
頭
龍
川
を
含

め
的
を
絞
っ
た
、新
た
な
形
で

の
ブ
ラ
ン
ド
発
信
が
必
要
と
考

え
る
。

問　
一
、
子
育
て
に
関
す

る
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
は
多
様

で
、
公
立
保
育
所
か
民
間
か

を
選
択
で
き
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
本
町
で

は
、
そ
れ
が
で
き
な
い
。

二
、
平
成
16
年
度
か
ら
公
立

保
育
所
へ
の
国
・
県
の
補
助

が
廃
止
と
な
り
、
そ
の
後
、

民
間
保
育
所
へ
は
児
童
福
祉

法
に
よ
る
「
保
育
所
運
営
費

国
庫
負
担
金
」
制
度
が
確
立

さ
れ
た
た
め
、
県
内
を
初
め

全
国
の
多
く
の
市
町
村
が
、

公
立
保
育
所
の
民
営
化
を
段

階
的
に
進
め
て
い
る
。
以
上

の
理
由
か
ら
保
育
所
の
民
営

化
は
早
急
に
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

町
長　

幼
児
園
の
民
営
化
は

行
財
政
改
革
だ
け
で
は
な

く
、
正
職
員
の
比
率
、
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
、
延
長
保
育
、

土
日
保
育
等
の
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
解
決
策
の
一
案
と
し

て
、
議
会
を
初
め
保
護
者
等

の
意
見
を
聞
き
今
後
検
討
し

た
い
。

問　
「
下
水
道
基
本
構

想
」
の
中
に
、
老
朽
化
が
著

し
い
志
比
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

設
備
更
新
に
は
約
1.7
億
円
必

要
で
、
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー

へ
の
統
合
費
約
１
億
円
と
比

較
す
る
と
統
合
の
方
が
安
価

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
処
理
場

の
集
約
化
で
維
持
管
理
費
が

年
間
約
2.5
千
万
円
削
減
で
き

る
と
あ
る
。
投
資
効
果
の
あ

る
し
か
も
町
民
生
活
に
直
結

す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
は

急
ぐ
べ
き
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

下
水
道
課
長　

志
比
浄
化
セ

ン
タ
ー
は
、
昭
和
55
年
４
月

の
供
用
開
始
で
34
年
を
経

過
、
老
朽
化
が
著
し
く
中
央

浄
化
セ
ン
タ
ー
と
の
統
合
を

計
画
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
平
成
26
年
度
国
に
統
合
事

業
を
要
望
、
順
調
に
進
め
ば

翌
年
に
事
業
の
全
体
計
画
及

び
事
業
変
更
認
可
申
請
の
関

係
書
類
を
作
成
、
28
年
度
事

業
変
更
認
可
申
請
、
最
短
で

29
年
度
工
事
施
工
の
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
国
交
省
の
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
で
補
助
率
は
事
業
費
の
１

／
２
で
あ
る
。

問　
本
町
で
の
国
体
に
費
や

す
費
用
が
数
億
円
と
聞
い
て

い
る
。現
条
件
の
ま
ま
進
め

る
の
か
。こ
の
費
用
を
工
夫

と
努
力
で
軽
減
で
き
な
い
の

か
。例
え
ば
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
と
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
同
じ

会
場
で
開
催
で
き
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　

３
競
技
の

受
入
れ
は
変
更
な
い
。会
場
選

定
は
平
成
23
年
か
ら
取
り
組

み
決
定
し
た
。平
成
24
年
に
は

会
場
の
視
察
も
あ
っ
た
。本
格

的
な
準
備
を
進
め
て
い
る
。効

率
的
・
効
果
的
な
大
会
運
営

を
目
指
し
、必
要
最
小
限
の
経

費
で
最
大
の
効
果
が
出
る
よ

う
に
し
た
い
。会
場
選
定
に
つ

い
て
は
多
大
な
時
間
と
労
力

を
か
け
て
き
た
。各
協
会
と
協

議
し
な
が
ら
慎
重
に
対
応
し

た
い
。

国体は現状のまま
進行するのか
必要最小限の経費で
最大の効果

問

答

大本山の観光客
　減少誘客施策は
禅・川に的を当て
　　　情報発進する

問

答

投
資
効
果
の
あ
る
事
業
は
、

　
　
　
　
　

  

優
先
す
べ
き

志
比
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

 

統
合
事
業
を
計
画
中

問答

近隣市の保育所の民営化の取り組み目標

市

福井市

坂井市

勝山市

目標達成年度

平成28年度

平成30年度

平成27年４月

総園数

80園

35園

５園

公立

28園

17園

２園

私立

52園（園児の73％）

18園（園児の50％）

３園（園児の80％）
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問 永平寺ブランド発信はどのように

答 新しい形でブランドを発信する

川治  孝行議員

問 防災行政無線の
　　　　　　難聴区域解消を

答 戸別受信機の地区申請検討する

長谷川治人議員

問　
東
古
市
区
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
結
果
、
回
収
率
９

３
・
１
％
（
２
４
９
世
帯
の

内
２
３
２
世
帯
回
収
）
。
内

訳
は
、
聞
こ
え
る
１
２
１
世

←

←

問　
例
）
山
・
東
諏
訪
間
の

永
寿
苑
の
送
迎
バ
ス
に
つ
い

て
、
お
年
寄
り
や
身
体
の
不

自
由
な
方
が
利
用
し
易
い
よ

う
に
、
ル
ー
ト
の
確
立
や
停

車
場
の
検
討
を
。

福
祉
保
健
課
長　

利
用
者
や

地
域
の
方
の
ご
意
見
を
聞
き

利
便
性
の
一
番
良
い
ル
ー
ト

で
運
行
を
考
え
た
い
。

問　
ブ
ラ
ン
ド
を
創
る
と
は

何
か
。
ブ
ラ
ン
ド
の
要
件
と

は
品
質
が
高
く
維
持
さ
れ
高

い
評
価
を
得
る
事
だ
が
、
町

内
の
資
源
を
ど
の
よ
う
に
ブ

ラ
ン
ド
化
す
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

ブ
ラ
ン
ド

戦
略
と
し
て
消
費
者
か
ら
高

評
価
が
得
ら
れ
る
産
品
や
観

光
資
源
を
創
出
、
発
掘
し
地

域
の
発
展
に
つ
な
げ
た
い
。

町
長　

永
平
寺
町
の
禅
の
文

化
、
九
頭
竜
川
等
の
ブ
ラ
ン

ド
を
新
し
い
形
で
発
信
し
た

い
。

問　
福
井
北
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
の
名
称
は
、
永
平
寺
ブ
ラ

ン
ド
発
信
の
窓
口
に
な
る
が

今
後
の
対
応
は
。

建
設
課
長　

中
部
縦
貫
自
動

車
道
が
全
線
供
用
開
始
し
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
要
件
を
満

た
す
と
き
、
適
正
化
委
員
会

に
今
後
働
き
か
け
る
。

町
長　

有
料
化
さ
れ
る
時
に

は
永
平
寺
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

と
な
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

問　
町
内
の
商
工
会
や
Ｊ
Ａ

農
協
、
各
種
団
体
と
の
連
携

の
中
で
永
平
寺
町
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
る
施
策
は
。

商
工
観
光
課
長　

首
都
圏
を

意
識
し
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
、
観
光
客
誘
致
と
農
商

工
産
業
の
活
性
化
を
図
る
起

爆
剤
に
な
る
よ
う
に
し
た

い
。

問　
永
平
寺
温
泉
「
禅
の

里
」
と
ブ
ラ
ン
ド
発
信
と
な

る
道
の
駅
が
平
成
27
年
に
開

設
さ
れ
る
が
、
物
販
施
設
の

構
想
は
。

建
設
課
長　

道
の
駅
が
永
平

寺
ブ
ラ
ン
ド
発
信
の
拠
点
と

な
る
よ
う
に
し
た
い
。

問　
全
国
学
力
テ
ス
ト
で
上

位
を
堅
持
し
た
。
特
に
永
平

寺
町
の
生
徒
は
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
が
、
今
後
と
も
永

平
寺
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
継

続
維
持
す
る
事
が
大
切
で
あ

る
。
今
後
の
指
導
方
針
は
。

教
育
長　

教
育
関
係
者
の
中

で
は
永
平
寺
町
の
教
育
は
ブ

ラ
ン
ド
化
さ
れ
て
い
る
。
今

後
も
「
礼
の
心
を
重
ん
じ
」

帯
の
52
％
、
聞
こ
え
づ
ら
い

71
世
帯
の
31
％
、
聞
こ
え
な

い
40
世
帯
の
17
％
。
難
聴
解

消
に
は
自
主
防
災
組
織
連
絡

協
議
会
資
機
材
購
入
補
助
事

業
で
戸
別
受
信
機
の
設
置
を

促
進
し
て
い
る
が
、
地
区
単

位
で
の
申
請
は
可
能
か
。

総
務
課
長
心
得　

補
助
事
業

の
中
で
自
主
防
災
会
へ
の
資

機
材
補
助
に
つ
い
て
、
戸
別

受
信
機
も
含
め
て
検
討
し
た

い
。

東古市区防災無線調査結果

福
祉
バ
ス（
永
寿
苑
送
迎
）の

　
　
　
　
　
　
　
　

 

利
便
を

最
良
ル
ー
ト
で
対
処

問答

問 人口減少を止める方策は

答 婦人福祉協で交流イベント実施

酒井  　要議員

問　
私
は
人
口
減
少
に
心
を

痛
め
て
い
る
。
近
年
長
男
が

結
婚
す
る
と
県
外
他
市
町
で

生
活
す
る
方
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
私
の
集
落
で
７
組
あ

る
。
結
婚
適
齢
期
に
達
成
し

て
い
る
男
性
が
５
人
い
る
が

女
性
と
の
出
会
い
が
な
い
と

の
こ
と
。
以
前
は
嫁
の
世
話

を
す
る
人
が
多
か
っ
た
。
こ

の
問
題
は
永
平
寺
町
全
体
に

あ
る
と
思
う
が
。

福
祉
保
健
課
長　

結
婚
活
動

支
援
と
し
て
現
在
、
婦
人

福
祉
協
議
会
に
よ
る
結
婚
相

談
会
を
商
工
会
と
協
力
し
て

実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
出

会
い
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
る
。
協
議
会
で
は
相

談
会
は
毎
月
３
会
場
で
実
施

し
、
年
間
36
回
開
催
、
相
談

件
数
は
１
年
間
で
17
件
ほ
ど

あ
っ
た
。
交
流
イ
ベ
ン
ト
は

12
月
に
行
い
、
参
加
者
は
そ

れ
ぞ
れ
12
名
だ
っ
た
。

問　
県
身
連
で
も
障
が
い
者

同
士
の
結
婚
が
で
き
る
よ
う

に
、
５
年
間
で
20
回
出
会
う

問　
例
）
光
明
寺
地
区
の
選

挙
投
票
所
は
志
比
幼
児
園
。

お
年
寄
り
に
は
本
当
に
遠
く

て
若
い
者
に
頼
ま
な
い
と
行

け
な
い
。
せ
め
て
体
協
の
区

割
り
の
様
に
花
谷
・
光
明
寺

で
１
ヶ
所
出
来
な
い
か
。
高

齢
者
に
優
し
い
政
治
を
お
願

い
す
る
。

総
務
課
長
心
得　

投
票
所
に

よ
っ
て
様
々
な
課
題
が
あ
る

中
で
、
今
後
、町
全
域
で
設

置
状
況
の
均
衡
や
公
平
性
を

図
り
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
や
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
な
ど
、投
票
し
易

い
環
境
づ
く
り
は
重
要
で
あ

る
が
、
選
挙
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
方
策
も
併
行
し

て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

選
挙
投
票
箇
所
の
見
直
し
は

課
題
に
検
討
の
余
地
あ
り

問答

「
夢
と
希
望
を
持
っ
て
粘
り

強
く
学
び
行
動
力
の
あ
る
児

童
生
徒
の
育
成
」
を
掲
げ
、

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

問　
永
平
寺
町
に
は
歴

史
、
文
教
施
設
、
自
然
環

境
、
公
的
財
産
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
永
平
寺
ブ
ラ
ン
ド
化

の
創
設
は
。

商
工
観
光
課
長　

町
内
の

歴
史
的
文
化
的
な
資
源
や

自
然
環
境
を
広
域
的
に
結

び
つ
け
、
永
平
寺
ブ
ラ
ン

ド
化
に
つ
な
げ
た
い
。

永平寺産業フェア

チ
ャ
ン
ス
を
作
り
、
６
組
が

結
婚
し
た
。
行
政
も
努
力
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

結
婚
す
る
カ
ッ
プ
ル
を
作

る
こ
と
が
町
と
し
て
必
要
と

思
う
。

福
祉
保
健
課
長　

親
御
さ
ん

が
一
生
懸
命
に
な
っ
て
も
、

そ
の
親
子
の
意
思
疎
通
が

取
れ
な
い
よ
う
な
家
庭
も
あ

る
。
町
も
若
い
人
の
気
持
ち

を
掘
り
起
こ
し
て
、
そ
れ
も

い
ろ
ん
な
方
法
は
あ
る
と
思

う
。

町
長　

本
当
に
若
者
の
出
会

い
が
難
し
い
。
趣
味
の
多
様

化
、
仕
事
の
時
間
の
調
整
、

そ
う
い
っ
た
中
で
出
会
い
事

業
と
い
う
の
は
常
に
進
化
さ

せ
、
ど
う
い
っ
た
媒
体
を
使

え
ば
集
ま
っ
て
く
れ
る
か
検

討
し
て
い
か
な
と
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
昔
は
青
年

団
の
中
で
い
ろ
い
ろ
活
動
す

る
中
で
カ
ッ
プ
ル
に
な
っ
て

結
婚
を
し
た
と
い
う
話
も
聞

い
て
い
る
。
今
は
青
年
会
活

動
も
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。

出
会
い
が
で
き
る
環
境
を
作

っ
て
い
き
た
い
。



一般質問一般質問

1617

問 永平寺街道の道路照明を早急に

答 地域住民と話し合い進める

多田  憲治議員

永
平
寺
口
駅
周
辺
整
備
ま

た
、
永
平
寺
線
跡
地
遊
歩
道

も
地
域
活
性
化
に
必
要
だ

が
、
当
時
の
廃
線
問
題
で
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
依
存

に
託
し
た
割
に
は
大
き
な
忘

れ
物
を
し
て
来
た
よ
う
に
思

う
。 

　

合
併
時
、
町
民
の
末
永
い

幸
せ
を
願
い
、
町
名
を
永
平

寺
さ
ん
の
名
を
い
た
だ
き
、

当
町
ブ
ラ
ン
ド
を
国
内
外
に

発
信
す
る
と
の
構
想
だ
っ
た

が
、
近
年
の
高
速
道
路
体
制

と
、
自
然
豊
か
で
歴
史
的
文

化
遺
産
の
町
と
寄
り
か
か
っ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
毎
年

新
し
い
年
を
迎
え
打
つ
、
大

問 新たな永平寺ブランド発信とは

答 町外に発信し、付加価値を高める

松川  正樹議員

問　
新
た
に
町
の
ブ
ラ
ン
ド

を
発
信
す
る
協
議
会
を
作
る

と
し
て
い
る
が
、
松
本
町
政

下
の
そ
れ
と
ど
う
異
な
る
の

か
。
そ
も
そ
も
ブ
ラ
ン
ド
と

は
何
か
だ
け
で
も
重
要
な
課

題
だ
。
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

に
は
志
の
高
い
方
の
参
加
を

期
待
す
る
。
専
門
家
の
投
入

も
必
須
だ
。

町
長　

今
ま
で
の
ブ
ラ
ン
ド

発
信
は
産
業
フ
ェ
ア
を
中
心

と
し
た
町
内
向
け
で
、
新
し

い
も
の
を
作
ろ
う
と
し
て
い

た
が
、
す
で
に
あ
る
永
平
寺

町
の
ブ
ラ
ン
ド
を
町
外
に
発

信
し
、
町
内
へ
の
誘
客
や
商

品
や
産
物
の
付
加
価
値
に
つ

な
げ
る
の
が
、
私
の
新
し
い

ブ
ラ
ン
ド
発
信
だ
。
各
種
団

体
か
ら
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
参

加
し
て
も
ら
う
。

←

←

問　
機
能
補
償
道
路
開
通

で
、
永
平
寺
列
島
南
側
の
上

志
比
地
区
か
ら
谷
口
区
間

は
、
見
違
え
る
ほ
ど
、
地
域

が
発
展
し
た
よ
う
に
伺
え

る
。 

　

反
面
、
永
平
寺
街
道
は
融

雪
も
な
く
、
特
に
夜
の
荒
谷

区
か
ら
門
前
ま
で
の
国
道
は

両
脇
に
樹
木
が
大
き
く
茂

り
道
路
照
明
も

な
い
。
積
雪
時

に
は
観
光
バ
ス

の
す
れ
違
い
も

容
易
で
な
く
夜

は
獣
も
数
多
く

横
切
り
、
夜
は

人
が
歩
け
る
状

況
で
な
い
と
聞

く
。 

　

永
平
寺
線
廃

線
条
件
と
し

て
、
レ
ン
ガ
館

保
存
を
含
め
た

道路照明のない永平寺街道（荒谷地係）

問　
無
償
化
は
継
続
す
る

が
、
町
の
負
担
が
過
大
に
な

ら
な
い
よ
う
協
議
会
で
検
討

し
た
い
と
し
て
い
る
。
１

年
前
、
議
会
は
、
異
例
の

付
帯
決
議
と
意
見
書
を
付
け

た
。
そ
の
内
容
も
吟
味
す
べ

き
だ
。
時
間
を
戻
し
て
ほ
し

い
。

町
長　

継
続
は
実
施
す
る

が
、
議
会
の
意
向
も
尊
重
す

る
。
１
年
の
経
過
で
振
り
返

り
広
く
町
民
の
意
見
を
聞
く

と
い
う
こ
と
。
も
う
一
度
無

償
化
の
議
論
を
し
て
い
く
。

問　
幼
稚
園
の
一
部
民
営
化

を
検
討
す
る
と
受
け
止
め
て

幼
児
園
の一
部
民
営
化
で
す
か

一
部
民
営
化
は
課
題
解
決
の一つ
の
案

問答

問 町民が町の主役となる
　　　　　仕組みとは

答 公民館単位に振興会を
　　　　　　設置する

上  田   誠議員

問　
町
民
が
主
役
と
は
自

ら
生
活
や
地
域
の
課
題
を
見

つ
け
、
解
決
に
向
け
た
活
動

を
行
政
と
一
緒
に
行
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
に
は
公
民
館

を
拠
点
と
し
た
人
づ
く
り
、

民
意
の
集
約
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
と
組
織
化
、
解
決

に
向
け
た
活
動
が
基
本
で
あ

る
。
仕
組
み
作
り
を
す
る
公

民
館
に
、
人
材
と
財
政
が
必

要
不
可
欠
と
考
え
る
が
。

町
長　

各
小
学
校
区
に
振
興

会
を
設
置
し
、
課
題
解
決
に

向
け
町
民
主
導
で
企
画
し
実

践
し
て
も
ら
う
。
人
材
や
財

政
面
で
も
支
援
す
る
。

教
育
長　

振
興
会
に
公
民
館

を
組
み
入
れ
、
社
会
教
育
を

問　
子
育
て
の
充
実
に
は
保

育
環
境
の
充
実
が
あ
る
。特

に
保
育
士
の
正
職
の
割
合
、

法
的
な
人
員
で
足
り
て
い
る

だ
け
で
な
く
実
状
に
側
し
た

フ
リ
ー
で
働
け
る
人
材
が
充

実
に
は
必
要
と
考
え
る
。

町
長　

伸
び
伸
び
と
し
た
環

境
で
園
生
活
で
き
る
よ
う
課

題
に
向
け
財
政
面
も
考
慮
し

慎
重
に
対
応
す
る
。

子
育
て
支
援
課
長　

緊
急
の

場
合
は
、登
録
保
育
士
で
対
応

し
て
い
る
。今
後
は
フ
リ
ー
の

保
育
士
を
検
討
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
町
民
の
健
康
づ
く
り
」

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
役
場
組
織
の
見
直
し
と
実

行
」「
社
会
教
育
の
充
実
が

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
」「
ド
ク

タ
ー
カ
ー
の
こ
と
、も
っ
と
詳

し
く
」

い
る
。
10
の
幼
児
園
の
う
ち

１
つ
程
度
を
と
の
こ
と
か
。

民
営
化
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

だ
ろ
う
が
、
関
係
者
は
戸
惑

っ
て
い
る
。
民
営
化
で
施
設

は
新
設
す
る
の
か
。
新
設
で

な
け
れ
ば
ど
の
幼
児
園
な
の

か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
な

ぜ
民
営
化
な
の
か
と
い
う
こ

と
が
先
で
す
。

町
長　

民
営
化
す
る
か
ど
う

か
は
課
題
解
決
に
向
け
た
検

討
課
題
の
一
つ
だ
。
す
べ
て

の
園
を
民
営
化
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。
行
財
政
改

革
に
お
け
る
公
共
施
設
の
再

編
で
は
な
く
、
正
職
員
の
比

率
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
、
特

色
あ
る
園
ら
の
課
題
解
決
の

た
め
の
一
つ
の
案
だ
。

本
山
永
平
寺
の
除
夜
の
鐘
、

元
旦
、
大
燈
籠
な
が
し
と
県

内
外
の
方
が
大
勢
参
拝
さ
れ

て
い
る
中
、
こ
れ
ら
の
整
備

を
い
ち
早
く
整
備
す
る
こ
と

が
大
本
山
永
平
寺
の
観
光
増

を
見
据
え
た
足
元
か
ら
出
来

る
町
の
お
も
て
な
し
で
は
な

い
か
。
28
年
度
に
は
中
部
縦

貫
自
動
車
道
も
大
野
IC
か
ら

福
井
北
Ｊ
Ｃ
Ｔ
が
繋
が
り
、

開
通
ま
で
後
３
年
間
の
内

に
、
前
町
長
が
進
め
た
門
前 

街
観
光
整
備
の
一
環
と
し

て
、
明
る
い
オ
レ
ン
ジ
ナ
ト

リ
ュ
ウ
ム
灯
を
、
中
部
縦
貫

自
動
車
道
永
平
寺
西
IC
か
ら

門
前
地
区
ま
で
約
５
㎞
を
、

誘
導
灯
と
し
て
１
０
０
ｍ
間

隔
を
目
途
で
設
置
に
向
け
て

早
急
に
整
備
す
る
考
え
は
。 

商
工
観
光
課
長　

毎
年
永
平

寺
の
大
晦
日
、
元
旦
に
は
約

１
万
人
、
冬
の
燈
篭
ま
つ
り

に
は
約
３
千
人
が
参
拝
さ
れ

地
域
住
民
、
関
係
団
体
と
協

議
し
な
が
ら
進
め
る
。

フ
リ
ー
で
働
け
る

　
　

 

主
任
保
育
士
が
必
要

財
政
面
も
考
慮
し
て
今
後
検
討
す
る

問答

問　
政
策
に
「
孤
独
を
感

じ
さ
せ
な
い
福
祉
の
ま
ち
」

が
あ
る
。
今
後
は
高
齢
者
の

多
方
面
で
の
ケ
ア
が
重
要
と

な
る
。
町
が
支
援
セ
ン
タ
ー

の
方
針
、
具
体
策
を
示
し
機

能
強
化
を
図
る
べ
き
。

町
長　

町
が
責
任
を
持
ち
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

施
策
を
行
い
、
高
齢
者
に
や

さ
し
い
町
に
向
け
努
力
し
て

い
く
。

福
祉
保
健
課
長　

地
域
の
中

で
医
療
や
介
護
な
ど
、
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
強
化
体
制
を
図

り
方
向
性
を
示
す
。 

問　
当
制
度
は
通
学
を
保
障

す
る
も
の
で
保
護
者
へ
の
経

済
的
な
支
援
で
あ
る
。
就
学

前
の
対
応
は
で
き
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長　

現
在
は
就

学
後
、
学
期
毎
の
対
応
を
お

願
い
し
て
い
る
。

見
つ
め
直
し
人
づ
く
り
か
ら

示
し
て
い
く
。

地
域
包
括
ケ
ア
の

　
　
　

 

構
築
が
最
重
要
課
題

町
が
責
任
を
持
ち
機
能
強
化
を
図
る

問答

学
校
給
食
の
協
議
会
を
創
る
が

も
う
一
度
無
償
化
の
議
論
を
す
る

問答

就学援助の
周知充実で
利便性を

就学時に周知し、
学期毎に対応

問

答

松岡小学校



一般質問一般質問

1819

問 新町長は町民の立場からの宣言を

答 私の信念に基づき町民目線に立つ

金元  直栄議員

問

答

川崎  直文議員

新しい町ホームページの運用は

わかりやすく検索しやすいＨＰに
ホームページ

←

←

問　
町
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
更
新
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
た
。
ど
の
よ
う
に
更
新

し
た
か
。

商
工
観
光
課
長　

行
政
改
革

大
綱
計
画
に
基
づ
き
、
各
課

の
改
善
要
望
等
を
踏
ま
え
３

月
12
日
に
ク
ラ
ウ
ド
型
で
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

　

ま
だ
全
国
瞬
時
警
報
、
防

災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
と
の

連
携
が
で
き
て
い
な
い
。
早

期
に
対
応
す
る
。

問　
今
回
の
更
新
で
、
町
の

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
が
登
録
さ

れ
た
。
今
後
の
計
画
は
。

商
工
観
光
課
長　

防
災
情

報
、
公
共
施
設
の
情
報
を
公

開
し
た
。

　

今
後
、
防
災
、
防
犯
の
未

公
開
の
デ
ー
タ
、
ご
み
の
収

集
場
所
等
の
生
活
基
盤
、
観

光
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
公
開

す
る
。

問　
こ
れ
か
ら
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
保
守
、
運
用
は
。

商
工
観
光
課
長　

常
に
利
用

者
の
声
に
耳
を
傾
け
で
き
る

だ
け
わ
か
り
や
す
い
、
そ
し

て
検
索
機
能
を
充
実
さ
せ
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
入
れ
る
等

の
よ
り
よ
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
し
て
い
き
た
い

問　
新
町
長
の
新
聞
報
道

は
、
奨
学
金
制
度
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
委
託
の

在
り
方
等
、
幾
つ
か
の
点
で

問　
少
子
化
で
小
学
校
児
童

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
ス
ポ

少
）
の
状
況
は
。
休
部
に
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

ス
ポ
少
の

数
は
、
平
成
23
年
に
19
、
24

年
は
17
、
25
年
は
15
と
年
々

減
少
。
今
後
も
減
少
が
予
想

さ
れ
る
。

　

学
校
区
を
越
え
て
の
ス
ポ

少
で
大
会
に
出
て
い
る
。
地

域
の
ス
ポ
少
と
し
、
体
育
協

問　
「
幼
児
園
の
民
営

化
」
は
、
安
心
で
き
る
子
育

て
と
は
矛
盾
す
る
。
町
長
の

公
約
に
も
な
く
、
こ
れ
へ
の

反
応
の
大
き
さ
は
町
長
も
感

じ
て
い
る
と
思
う
。
ま
た
、

国
の
新
保
育
制
度
と
は
ど
う

い
う
も
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

27
年
か

ら
の
新
子
育
て
制
度
に
伴

い
、
シ
ス
テ
ム
改
修
を
始
め

る
。

　

民
営
化
は
、
地
域
性
や
保

育
の
内
容
、
町
や
家
庭
の
負

担
、
何
よ
り
安
心
・
安
全
が

最
大
の
課
題
だ
。

問　
〝
子
育
て
は
町
が
責

任
を
持
つ
〞
は
、
安
心
の
要

だ
。
国
は
株
式
会
社
の
参
入

を
認
め
、
設
置
基
準
や
保
育

士
の
資
格
要
件
さ
え
低
く
し

た
。

　

民
営
化
で
心
配
な
の
は
、

保
育
園
で
の
幼
児
の
死
亡
事

故
。
全
国
で
は
こ
の
10
年
で

１
４
６
人
に
も
な
る
。
さ
ら

に
町
外
業
者
の
参
入
は
非
常

に
不
安
だ
。

目
を
引
い
た
。
そ
こ
で
示
さ

れ
た
内
容
は
、
い
わ
ゆ
る
自

民
党
本
流
と
は
異
な
る
町
政

運
営
は
〝
町
民
目
線
で
〞
と

宣
言
す
べ
き
だ
。

町
長　

政
治
家
は
政
治
信
条

を
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る
。

国
と
地
方
の
考
え
方
も
違

う
。
私
は
信
念
に
基
づ
き
町

民
目
線
に
立
っ
て
政
治
を
行

い
町
民
の
た
め
の
政
策
を
進

め
る
。

少
子
化
で
ス
ポ
少
、

　
　
　
　

 

部
活
は
ど
う
対
応

地
域
の
ス
ポ
少
、合
併
部
活
を
推
進

問答

公
約
に
も
な
い
こ
と
を
口
に
す
る
の
か

　
　幼
稚
園
の
民
営
化
は
許
さ
れ
な
い

公
共
施
設
の
見
直
し
の

　

  

　取
材
の
中
の一つ
の
方
向

問答

問 小・中学校の
　　　エアコン設置を急げ

答 27年度に事業着手

滝波登喜男議員

会
へ
の
参
加
等
を
検
討
し
た

い
。

問　
中
学
校
の
部
活
動
の

状
況
は
。
充
実
し
た
部
活
動

を
続
け
る
に
は
ど
う
す
る
の

か
。

学
校
教
育
課
長　

各
中
学
校

の
運
動
部
、
文
化
部
は
、
松

岡
中
は
９
、
３
部
、
永
平
寺

中
は
、
２
つ
の
運
動
部
が
休

中学校野球部の大会

問　
２
月
26
日
午
後
、

Ｐ
Ｍ
2.5
の
観
測
値
が
基

準
値
を
超
え
、
県
が
市

町
に
注
意
喚
起
を
出
し

た
。
子
供
た
ち
へ
の
影

響
は
な
か
っ
た
の
か
。

ま
た
、
５
、
６
月
が
ピ

ー
ク
と
な
り
、
暑
い
時

期
に
閉
め
切
っ
た
教
室

で
の
授
業
と
な
る
。
早

期
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
す
る
こ
と
を
要
望
す

る
。

学
校
教
育
課
長　

今
回
は
特

町
長　

幼
児
園
の
民
営
化
の

話
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
時

に
財
政
改
革
や
公
共
施
設
の

見
直
し
、
職
員
の
嘱
託
割
合

な
ど
の
課
題
が
あ
る
中
で
一

つ
の
案
と
し
て
述
べ
た
も
の

だ
。
進
め
る
に
し
て
も
父
母

や
議
会
に
十
分
に
相
談
す

る
。

問　
２
つ
の
大
学
を
中
心
に

若
者
が
集
う
町
に
お
い
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
他

市
町
と
遅
れ
て
い
る
こ
と
は

問
題
で
、
早
期
改
善
を
求
め

る
。

商
工
観
光
課
長　

こ
し
の
国

ケ
ー
ブ
ル
が
、
光
フ
ァ
イ
バ

ー
利
用
で
通
信
速
度
１
０
０

メ
ガ
bps
で
提
供
し
て
い
る
。

こ
れ
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
連
業
者
を

使
っ
て
い
る
の
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

光
回
線
導
入
の
可
能
性
は
、

こ
し
の
国
ケ
ー
ブ
ル
の
機
器

更
新
時
期
の
平
成
30
年
頃
に

な
る
と
思
う
。

町
長　

人
が
集
ま
る
場
所
Wi

ｰ

Fi
を
整
備
し
、
電
波
を
飛

ば
せ
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

も
考
え
て
い
き
た
い
。

止
し
６
、
２
部
、
上
志
比
中

は
、
３
、
２
部
。

教
育
長  

中
学
校
の
部
活
動

に
つ
い
て
は
、
従
前
か
ら
合

併
の
部
活
動
、
大
会
等
へ
の

参
加
も
認
め
て
い
る
。
教
育

委
員
会
で
も
援
助
し
な
が
ら

合
併
の
部
活
動
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。

問　
昨
年
は
介
護
保
険
が
大
き
く
変
わ
る

こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。制
度
の
見
直
し
で

の
心
配
は
、議
会
ご
と
に
指
摘
し
続
け
て
き

た
。要
支
援
者
が
今
の
施
設
で
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
か
等
、国
か
ら
示
さ
れ
る
前
に

関
係
団
体
や
機
関
と
協
議
を
始
め
、準
備

を
す
べ
き
だ
。町
に
は
保
健
師
等
も
い
る
。

福
祉
保
健
課
長　

法
改
正
で
要
支
援
者
の

訪
問
や
通
所
介
護
は
、29
年
度
末
ま
で
に
地

域
支
援
事
業
に
移
行
す
る
が
、専
門
的
な
サ

ー
ビ
ス
も
あ
り
、単
価
の
引
き
下
げ
は
難
し

い
点
も
あ
る
。町
の
第
６
次
介
護
保
険
計
画

を
早
急
に
進
め
、関
係
機
関
と
意
見
交
換
も

し
考
え
て
い
く
。

介
護
保
険
か
ら
要
支
援
外
し
へ
町
の
早
い
対
応
を

第
６
期
介
護
保
険
計
画
作
り
を
早
く
進
め
る

問答

に
影
響
は
な
か
っ
た
。
す
べ

て
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設

遅
れ
て
い
る

　
　

  

ネ
ッ
ト
環
境
の
改
善
を

こ
し
の
国
ケ
ー
ブ
ル
の
事
業
見
直
し
必
要

問答

問　
公
約
の
一
つ
に
奨
学
金

制
度
の
創
設
を
掲
げ
て
い
た

が
、
具
体
的
な
構
想
は
。

町
長　

高
校
、
大
学
生
を
対

象
に
、
月
３
万
円
を
上
限
に

年
30
人
程
度
を
貸
し
出
す

と
、
３
億
円
の
財
源
が
必
要

に
な
る
。
あ
る
い
は
利
子
補

給
を
す
る
や
り
方
も
あ
る
。

ま
た
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
ら
何

か
減
免
を
す
る
こ
と
も
考
え

た
い
。
も
う
少
し
研
究
し
て

事
業
化
し
た
い
。

奨学金制度の
具体案は
研究して
事業化したい

問

答

PM2.5 などでかすむ空

置
す
る
と
、
９
千
万
円
以
上

か
か
る
。
６
月
に
補
助
金
申

請
を
国
に
し
、
27
年
度
事
業

着
手
の
予
定
で
あ
る
。

問　
生
徒
か
ら
も
保
護
者
か

ら
も
声
を
聞
い
て
い
る
。
給

食
費
無
償
化
よ
り
も
こ
ち
ら

を
優
先
す
べ
き
。

町
長　

早
急
に
し
た
い
が
、

補
助
金
申
請
の
こ
と
も
あ

り
、
来
年
の
夏
ま
で
に
は
行

い
た
い
。
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一般質問

問 町長の発言は重いはず
　　　　　　　　　深く考えて

答 発言には責任を持っている

上坂  久則議員

問　
２
日
間
の
一
般
質
問

に
お
い
て
、
町
長
の
答
弁
の

中
、
一
見
格
好
よ
く
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
言
葉
を
何
度
も

使
用
し
た
が
、
具
体
的
な
施

策
実
施
に
な
る
と
心
配
と
疑

問
を
感
じ
た
。
質
問
者
は
実

態
も
調
査
し
な
い
で
質
問
し

て
い
た
「
安
心
カ
ー
ド
」
の

件
、
24
年
６
月
議
会
で
『
全

家
庭
に
安
心
カ
ー
ド
の
配
布

を
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の

ア
ッ
プ
で
安
心
・
安
全
の
地

域
力
を
増
す
べ
き
だ
が
』
の

主
意
で
質
問
し
翌
年
４
月
か

ら
町
か
ら
社
協
へ
の
委
託
で

実
施
と
な
っ
た
。
そ
の
当
時

は
、
町
長
も
議
員
で
在
籍
し

て
い
た
。
事
故
や
急
病
に
対

し
情
報
を
確
保
し
、
迅
速
対

応
で
き
る
た
め
の
施
策
、
手

段
で
あ
っ
た
。

　

町
長
当
選
後
、
翌
日
の
新

聞
で
『
福
祉
政
策
で
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
委
託

の
あ
り
方
を
見
直
し
た
い
』

と
の
深
考
し
な
い
で
の
発
言

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
県
の

健
康
増
進
課
へ
評
価
を
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
県
内
で

も
評
価
は
高
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
目
的
や
大
事
な
骨

子
を
理
解
し
て
発
言
す
べ
き

だ
。

　

一
議
員
と
異
な
り
、
発
言

の
重
さ
は
、
職
員
の
忖
度
、

町
民
の
町
政
理
解
に
影
響
を

与
え
る
。
よ
り
慎
重
な
発
言

を
求
め
、
発
言
責
任
の
自
覚

と
十
分
な
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
、
断

固
た
る
遂
行
を
願
う
。

町
長　

し
っ
か
り
と
発
言
に

は
気
を
つ
け
て
、
責
任
を
持

っ
て
、
し
っ
か
り
と
勉
強
し

な
が
ら
行
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
、
そ
う

い
っ
た
気
持
ち
で
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
件
に
つ
い
て
も
、
今
の
シ

ス
テ
ム
が
役
場
の
果
た
す
べ

き
役
割
と
し
て
の
見
地
か
ら

の
発
言
で
あ
り
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
役
場
が
情
報
を
入
手

し
、
様
々
な
政
策
反
映
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
繋
げ
て

行
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
…
出
席　

×
…
欠
席　

△
…
遅
刻
・
早
退　

－
…
員
外　

傍
…
傍
聴　

弔
…
弔
事　

研
…
研
修

議
会
・
各
委
員
会
の
議
員
出
欠
状
況
　
　
　
（
平
成
25
年
12
月
24
日
〜
平
成
26
年
３
月
28
日
）

｢開かれた議会｣のひとつとして、町民の皆様に議会活動をより一層知っていただくため、議会・各委員会の議員出欠状況を随時お知らせいたします。

00

53
00

42
00

11
00
59
00

07
00

54
00

23
00
49
00

19

町長招集あいさつ

文字告知放送
一般質問（１日目①）
齋藤則男議員　長岡千惠子議員
小畑傅議員
文字告知放送
一般質問(１日目②）
原田武紀議員　長谷川治人議員

文字告知放送
一般質問(１日目③）
川治孝行議員　酒井要議員
一般質問(１日目④）
松川正樹議員　多田憲治議員

文字告知放送
一般質問(２日目①）
上田誠議員　川崎直文議員

文字告知放送
一般質問(２日目②）
川崎直文議員　金元直栄議員

文字告知放送
一般質問(２日目③）
滝波登喜男議員　上坂久則議員
予算決算常任委員会（１日目①）

文字告知放送

00

33
00

11
00

38
00

47
00

18
00

28
00

24
00

25

予算決算常任委員会（１日目②）

文字告知放送
予算決算常任委員会（２日目①）

文字告知放送
予算決算常任委員会（２日目②）

文字告知放送
予算決算常任委員会（２日目③）

文字告知放送
予算決算常任委員会（２日目④）

文字告知放送
予算決算常任委員会（３日目①）

文字告知放送
予算決算常任委員会（３日目②）

文字告知放送
予算決算常任委員会（３日目③）

文字告知放送

00

15
00

01
00

53
00

42
00

11
00
59
00

07
00

54

予算決算常任委員会（３日目④）

文字告知放送
本会議

文字告知放送
町長招集あいさつ

文字告知放送
一般質問（１日目①）
齋藤則男議員　長岡千惠子議員
小畑傅議員
文字告知放送
一般質問(１日目②）
原田武紀議員　長谷川治人議員

文字告知放送
一般質問(１日目③）
川治孝行議員　酒井要議員
一般質問(１日目④）
松川正樹議員　多田憲治議員

文字告知放送
一般質問(２日目①）
上田誠議員　川崎直文議員

文字告知放送

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

５月12日（月） ５月13日（火） ５月14日（水）時 時

５月15日（木）
00

23
00
49
00

19
00

33
00

11
00

38
00

47
00

18

一般質問(２日目②）
川崎直文議員　金元直栄議員

文字告知放送
一般質問(２日目③）
滝波登喜男議員　上坂久則議員
予算決算常任委員会（１日目①）

文字告知放送
予算決算常任委員会（１日目②）

文字告知放送
予算決算常任委員会（２日目①）

文字告知放送
予算決算常任委員会（２日目②）

文字告知放送
予算決算常任委員会（２日目③）

文字告知放送
予算決算常任委員会（２日目④）

文字告知放送

00

28
00

24
00

25
00

15
00

01
00

53
00

42
00

11

予算決算常任委員会（３日目①）

文字告知放送
予算決算常任委員会（３日目②）

文字告知放送
予算決算常任委員会（３日目③）

文字告知放送
予算決算常任委員会（３日目④）

文字告知放送
本会議

文字告知放送
町長招集あいさつ

文字告知放送
一般質問（１日目①）
齋藤則男議員　長岡千惠子議員
小畑傅議員
文字告知放送
一般質問(１日目②）
原田武紀議員　長谷川治人議員

文字告知放送

00
59
00

07
00

54
00

23
00
49
00

19
00

33
00

11
00

38

一般質問(１日目③）
川治孝行議員　酒井要議員
一般質問(１日目④）
松川正樹議員　多田憲治議員

文字告知放送
一般質問(２日目①）
上田誠議員　川崎直文議員

文字告知放送
一般質問(２日目②）
川崎直文議員　金元直栄議員

文字告知放送
一般質問(２日目③）
滝波登喜男議員　上坂久則議員
予算決算常任委員会（１日目①）

文字告知放送
予算決算常任委員会（１日目②）

文字告知放送
予算決算常任委員会（２日目①）

文字告知放送
予算決算常任委員会（２日目②）

文字告知放送

00

47
00

18
00

28
00

24
00

25
00

15
00

01

予算決算常任委員会（２日目③）

文字告知放送
予算決算常任委員会（２日目④）

文字告知放送
予算決算常任委員会（３日目①）

文字告知放送
予算決算常任委員会（３日目②）

文字告知放送
予算決算常任委員会（３日目③）

文字告知放送
予算決算常任委員会（３日目④）

文字告知放送
本会議

文字告知放送

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

５月16日（金） ５月17日（土） ５月18日（日）時 時

■放送期間
　2014年
　５月12日（月）～
　　５月18日（日）

■放送期間
　2014年
　５月12日（月）～
　　５月18日（日）

行政
チャンネル
週間番組表

行政
チャンネル
週間番組表

地デジ121ch地デジ121ch
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　今回のご紹介は「地域ふれあい支援　かさ
じぞう」です。最近ケーブルでも吉野小学
校での活動の様子が放映されました。タイミ
ングよく見られた方はきっとびっくりされた
ことでしょう。こんな紙芝居ってありなん
だ！高次元というか、普通の紙芝居の次元を
超えています。一人で演じる昔からの紙芝居
も郷愁を誘う見事なものですが、「かさじぞ
う」は電子オルガンで音楽的効果音を出し、
朗読も何名かで分担しています。さらに、う
ちわやカップなど、家によくある小道具や、
ラッパ、カスタネット、すずなどの簡単な楽
器を駆使し、効果音を出している。拍子木の
音も久しぶりに心地よく聞きました。さらに
秀逸は全員で歌われる若々しい澄んだ歌声で
す。やさしい歌ですので、思わず一緒に口ず
さみたくなります。この多次元なパフォーマ
ンスとでも言うべき紙芝居は、とにかく完全
なプロの域です。
　だから、はじめて出会ったときは随分と長
い間の練習の賜物だろうなあと感じました
が、実は、まだ５年前、小学校の読み聞かせ
ボランティア募集でたまたま集まった５人の
メンバーが読み聞かせだけでは満足せず今日
に至ったとのこと。今は週一回、代表の吉川
美香さん宅（松岡春日２丁目）で練習に集う
10人の仲間に倍増しました。
　公演は、学校に限らず障害を持つ方々や、
高齢者とのふれあいを求めて、どこへでも出
かけて行きます。
　本当にたくさんのお話しを伺いましたが、
とりわけ感動したのは仲間の一人、真美ちゃ
んという障害を持った女の子のお話しです。

活動を通じて変わっていく元気になっていく
様子が鮮やかで、周りの大人にも元気を与え
ているとのこと、また、大人の仲間同士も、
パフォーマンスを通じてエネルギーをもらい
合っていることを実感している。人は本当に
支え合っている、育て合っていることに気づ
かせてもらっているとの話にもうなずかされ
ました。この輪を広げたい、地域の架け橋に
なりたい、こんな気持ちが彼女たちを突き動
かしています。
　しかし、現状に課題もあります。一つは経
済的課題です。一種の企業化をしないと長続
きしないと気付いています。次なるステージ
は、障がい者のための就労作業所に何とかつ
なげたい…。そこで、地元の県大３号なる小
麦を使って、ピザやクッキーを開発していき
たいと夢は具体的です。
　それにしても彼女たちは紛れもないアーテ
ィスト集団です。芸術家が今後もどうさらな
る変身していくか目が離せません。 
「がんばれ、がんばれ、
　　　　　　か・さ・じ・ぞ・う！」 
　　　　　　　　　　　　　　（松川　記）
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次元を超えた紙芝居
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